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Abstract: The freshwatel･ fish fauna in Hiroshima Prefecture is described on the basis of the results

both of the present study and those of previous studies, and factol･s affecting the composition and
distl･ibution  of the fish  population  there  al-e  discussed  from  an  ecological  landpoint.  At  the
geographical scale ol Hil･oshima Prefecture, differences in river length, and differences in micro
environlllental featul･es and water depth between rivers of similar lengths, were the principal factors
determining the composition and distribution of the freshwatel･ Iish population. OI1 the othel- hand,

topographical and geographical facto1･s. particularly fol･ island rivers, were also important. Thus,
ecological, as well as topographical and geographical(geohistorical) factol･s determined the present
composition and distribution of the freshwatel･ fish in this pl･efecture aftel･ their introduction and

establishnlent by geohistorical pl･ocesses. The problem of alien fish species, the present situation with

regard to such species in this prefecture. and the urgency of native species protection al･e also
considered. Furthermol･e, the present conditions of threatened specles [ound in Hil･oshima Prefecture,
as listed in the Red Data Book by the Environment Agency in Japan, al･e discussed
◎2004 Geihoku-cho Board of Education, AII rights reserved.

は じ め に

日本産淡水魚類の分布の概要については，青柳（1957)，中村（1963)，宮地ほか（1976)，川那
部・水野(1989) , Yunla gt "J. (1998) ,中坊(2000)などの報告がある．それらによると，日本列
島には現在150-200種・亜種前後の淡水魚類が生息しているといわれている．そのうち，広島県

＊現所属：広島市立基町高等学校
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内で生息が確認されているものは，93種･亜種であるとされている（比婆科学教育振興会1994)．
しかし，その中には，人為的な手段によって他の地域から県内に持ち込まれた移入種も含まれて
おり，それらを除くと，本県内に生息する在来種は76種・亜種程度であると思われる（比婆科学
教育振興会1994)．そのうち，純淡水魚（一生を淡水中で過ごす魚）と通し回遊魚（生活環のあ
る時期に規則的に川と海の間を回遊する魚）が52種・亜種で，周縁性淡水魚（元来は海水魚であ
るが河口の汽水域で生活したり一時的に淡水域に侵入する魚）が24種・亜種になる（後藤1987,
川那部・水野1989，比婆科学教育振興会1994,中坊2000)．この中には，西日本の限られた地
域にのみ分布するゴギSα"e",,,!s l"jco,"","s ""I)",js (佐藤1963,金沢ほか1979,木村1989) ,ス
イゲンゼニタナゴRﾉzO(ie"s "7惣加伽s s'"g'"sis  (笠原・松島1976) ,イシドジヨウQb"is
如陶"s,'e70sis (後藤明・宮本1975,水野1989a) ,アユモドキL“"0"α“""（内藤1982)なども含
まれており，本県の淡水魚類相は生物地理学上からも大変興味深い存在である．
広島県の淡水魚類相を構成する種については，その起源はすべて大陸にあり，地史的な経緯を
経て本県内に侵入してきたものであることは間違いないようである(Lindberg l955,青柳1957,
西村1980，上野1980,前川・後藤1982,水野1987, Yuma " a1. 1998,渡辺1999) .さらに，
ウルム氷期には本県内の瀬戸内側河川はすべて岡山県を流れる高梁川を最上流とする水系の一部
を構成していたと考えられている（桑代1972，太田・米倉1987)．従って，本県内の河川は相互
に，また高梁川や山口県の錦川などとも類似した魚類相をもつはずである．しかし，実際には県
内の河川は，地理的な位置関係よりもその規模（流路延長）の違いから3つのグループに分かれる
ことが示唆された（平山・中越2003 )このように，本県の淡水魚類相の成立過程においては，
地理的・地形的要因（平山ほか2003）に加えて，生態的要因（平山・中越2003,  Hil･ayama and
Nakagoshi 2003)の影響も受けて現在のような種組成が形成されたと考えるべきである．本誌の
主旨からすれば，西中国山地の淡水魚類相の特徴について論ずるべきであろうが，そのためには
まず中・下流域も含めた広島県全体の淡水魚類相の起源や特徴について把握しておくことが必要
であると考えた．そこで，筆者らは，中・下流域や島喚部を含めた広島県全体の淡水魚類相の特
徴とそれにかかわる要因について，地理的・地形的要因と生態的要因，さらには近年問題になっ
ている人為的要因の観点から考察を加えた．
なお，本報は筆頭著者の学位論文（広島大学国際協力研究科提出2003）の総括・要約をもとに

稿を起こしたものである．

広島県の地形と河川の概況

広島県は中国山地中央部の南斜面に位置し，南部は瀬戸内海に面して大小138の島を擁してい
る．地形は隆起準平原が著しく発達し，道後山面（高位面)，吉備高原面（中位面)，および瀬戸
内面（低位面）の三段の浸食小隆起面に区分される山地が海岸線まで迫っている．高位面には中
国山地とよばれる標高1000- 1300 mの連峰が中国地方の脊梁山地を形成し，中位面は標高400 -
600 mの広い緩斜平坦面で，高位面とは急傾斜面または比較的緩斜面で境をなしている．低位面
は瀬戸内海沿岸近くの陸部や島喚部で，標高100 m前後からそれ以下の緩斜浸食面である．平野
部は未発達で，太田川流域の広島地域と芦田川下流の福山地域にみられるような沖積平野が代表

- 8 6 -



的なものである（麿村1979,河瀬1982,多井1982)これら3段の隆起準平原が日本列島の中で
も最も密に平行に走っているために水系の発達が抑えられ，そのため，比較的規模の小さい水系
が県内全域に数多く存在している（膳村1979)．また，遷急点には多くの滝がみられ,先行河川・
河川争奪・扇状地・三角州などの多くの地形的景観がみられるなど，河川環境は変化に富んでい
る（西村1962,膳村1979)．
本県には，本川・支川合わせて200以上の河川が流下し，江の川水系を除くすべてが瀬戸内海に
注いでいる（図1)．主な水源は中国山地と吉備高原面（世羅台地や賀茂台地など）であり，中国
山地に源を発する河川としては，小瀬川，太田川，江の川があり，吉備高原面からは，芦田川，
沼田川，黒瀬川など，その他のほとんどの河川が発している．

現在日本列島に生息する淡水魚類の起源は，大部分がユーラシア大陸にあるといわれている
(Lindberg l955,青柳1957,中村1963,宮地ほか1976,西村1980,水野1987,友田1989,中
島1994，細谷1997a, Yuma "a1. 1998,渡辺1999) .これらは生物地理学的には北太平洋系，シ

広島県における淡水魚類相の起源と大陸とのかかわり
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ベリヤ系，中国系，インドシナ系，日本固有系の5つの系統に分かれ(青柳1957,後藤ほか1978,
西村1980，水野1987，細谷1997a, Yuma "αﾉ. 1998),中国系とインドシナ系に属する小型の魚
種が全体の約80％を占めている（細谷1997a, Yuma elαl. 1998) .また，国内に生息する淡水魚類
の属あるいはそれに対応する属は，すべて中国大陸・朝鮮半島に存在することも指摘されている
(宮地1940, Lindberg l955, Li l966, Choi l974,宮地ほか1976, Chen 1980,田(Jeon)  1987,
水野1987)．
鮮新世末（約300万年前）に起こった沈降運動によって，西南日本の瀬戸内区に巨大な湖（第二
瀬戸内海湖，古琵琶湖）が誕生したが，この当時の日本列島はまだ大陸と陸続きで，第二瀬戸内
海湖や古琵琶湖から流れ出た河川は現在の朝鮮半島西南を流れる河川とともに中国大陸を流れる
大河（古黄河）と合流して，南西諸島の西側に開いていた入江（古東シナ海）に注いでいたと考
えられている（市原1966,膳村1979,西村1980) (図2).このためにユーラシア大陸から現在
の日本列島へコイ科魚類を中心とする純淡水魚が移動できたといわれている(Lindberg l955,青
柳1957,湊・井尻1966,西村1 980,水野1987 ,友田1989,中島1994) .その後，更新世（約
200万年前）に入ると日本列島は大陸から離れていき，現在のような列島の骨格も出来上がって
いった．そのとき，第二瀬戸内海湖にも，現在の紀伊・豊後水道を通って外海から海水が入り，
湖水から内海へと変化していった（市原1966,膳村1979,多井1982) .このようにして，ユー
ラシア大陸から移動してきた淡水魚類は大陸から隔離され，現在の日本列島における淡水魚類相
の基礎がつくられたと推測されている（西村1980，前川・後藤1982，友田1989,水野1987) .
また，海を通過できる淡水魚類のグループのうち，北方系のサケ類やカジカ類および南方系のハ
ゼ類やウナギA1“""α岬0"岬などは海から河川部に侵入してきた（青柳1957, Neave l958,前
川1987)．この中から，後のドンコO(10"加加↓"s ol)scl"籾やカワヨシノボリR/"'090 l)"s jI'""'2"s
のように完全に海と縁を絶ったものも現れた．また，氷期に南方へと分布を拡大していったサケ
科のなかまには，間氷期にそのまま河川の上流部に取り残され陸封型となって生き続けているゴ
ギ，アマゴO"cOγﾉり,"cﾉ"Ls ""sO1"sﾉ"kαZ"a9,ヤマメO71cO1伽"c""S 7"aSO" 1"as"‘などが含まれる（青柳
1957, Neave l958,佐藤1 963,金沢ほか1979,前川1987) .

中四国地方についてみると，今から約7万年前に始まったウルム氷期の海退によって瀬戸内海
は陸化し，備讃瀬戸を境として2つの大河が東西に分かれて形成された（桑代1 972,太田・米倉
1987)．すなわち，東は旭川（岡山県）を最上流として淀川・吉野川・紀ノ川などの河川を合わせ
て紀伊水道から太平洋へと流れる紀淡川で，このときに旭川など中国地方東部の河川は琵琶湖・
淀川水系と同一水系を構成しており，淡水魚類の移動も可能であったと考えられている（坪川ほ
か1982，坪川1988)．一方，西は高梁川（岡山県）を最上流として，芦田川・太田川などの広島
県の河川を合わせて豊後水道から太平洋に注いでいたと考えられている豊予川である（図3）．
つまり，広島県内の瀬戸内側に流れる河川は当時同一水系を構成していたわけで，淡水魚類は水
系内をある程度は自由に移動していたと想像される．さらに，氷期の間にも小規模な海進・海退
が起こり，そのため旭川と高梁川の間にも一時的な水系間の連絡があった可能性も示されている
(坪川ほか1982,坪川1988) .ウルム氷期が終わると，気候の温暖化に伴う海進により海面が上
昇して，現在のような瀬戸内海の姿になり，各河川も現在のような流路をとるようになったとさ
れている（桑代1972,鷹村1979,多井1982)．
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図2 鮮新世中一後期における東アジア地域の河川系および海岸線の推定図(西村1980を一部改変)．西南
日本の第二瀬戸内海湖（縦線部）から出た河川は九州西南方で，古黄河と合流し，共通の水系（＝古黄河水
系）を柵成していたと考えられる．この水系は南西諸島の西側に開いていた入り江（＝古東シナ海）へ注い
でいたであろう．現在の琵琶湖は，第二瀬戸内海湖の生き残りである
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日本列島における淡水魚類相の成立過程のなかで，地史的な経緯を経て大陸から侵入してきた
淡水魚類は，地理的・地形的な影響も受けて分布を拡大あるいは縮小していったと考えられてい
る(Lindberg  l955,青柳]. 957,西村1980,上野1980,前川，後藤1 982,後藤1 987,水野
1987,友田1989) .海外においても,北アメリカ(Poff and Allan l995, Zampella and Bunnell l998,
Marchetti and Moyle 2001) ,ヨーロッパ(Heino 2001, MagalhaeS ejα1. 2002) ,アジア(Ganasan
and Hughes l998, Yap 2002) ,アフリカ(Hugueny l989, Hugueny and Leveque l994, Tattersfield
gj "1. 2001) ,そしてオーストラリア(PuSey et (zI. 1998, Unmack 2001, Joy and Death 2002)の各
地域の河川において，淡水魚類相の種組成と気候や標高などの地理的な要因との関わりが指摘さ
れており，さらに，ある地域における河川の淡水魚類相が地理的な位置関係に対応してクラスタ
リング（いくつかの群集に分類）されることも報告されている(Hugueny and Leveque l994,

第二瀬戸内海滿

古 黄 河

古東シナ海

広島県の淡水魚類相の特徴
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図3 瀬戸内海の沈水谷と水系図（桑代1 972,本文参照）

Heino 2001, Yap 2002) .中国地方という地理的なスケールにおいても，このような考えに基づ
いて淡水魚類相の起源が論じられている（坪川ほか1982,岩田ほか1984,坪川1988)．さらに，
広島県を中心とした中四国地域の主要13河川の淡水魚類相をもとに行ったクラスター分析（類似
したサンプルをまとめ全体をいくつかの群に分類するための方法）の結果から，広島県の最も東
方に位置する芦田川は岡山県の高梁川・旭川とともにグループIを形成し，また，グループⅡを
形成する10河川のうち，沼田川と黒瀬川は愛媛県の肱川・重信川とともにグループⅡaを，太田
川と小瀬川は山口県の錦川・佐波川と合わさってグループⅡbを，そして江の川は同じ日本海に
注ぐ島根県の斐伊川とグループⅡcを形成することが示されたが(図4)，これらのグループは概
ね地理的な位置関係と対応しており，河川規模や源流の標高とは無関係なようであった（平山ほ
か2003)．特に，東部を流れる3河川（旭川，高梁川，芦田川）は，淡水魚類相の上で他の10河
川とは明らかに区別されていた．桑代(1972)や太田・米倉(1 987)が想定したウルム氷期の古
水系（図3）とは，紀淡川水系に属するはずの旭川が豊予川水系に属する高梁川・芦田川と同一
のクラスターを形成したことや，日本海側の河川である斐伊川と江の川が太田川や錦川などと近
い位置に群別されたことで一部食い違う点がみられたものの，中四国地方の淡水魚類相は，概ね
東西に沿ってその種組成を漸移的に変化させていく傾向がみられ，各河川の淡水魚類相は地史的
あるいは地理的な影響を受けていることが示唆された．しかし，その一方で，本県の本土あるい
は島喚部において，中小河川も含めて淡水魚類相の類似度を分析したところ，地理的な位置関係
とはしばしば無関係にクラスタリングされるという結果が得られた（平山・中越2003, Hirayanla
and Nakagoshi 2003) .すなわち，各河川はほぼその規模（流路延長）と一致して3グループに分
類され，各クラスターに属する河川については地域ごとのまとまりはほとんどみられず，地理的
な位置との明確な関連は認められなかった（図5)．島喚部の河川についてもまた,研究対象とし
た13島それぞれに出現した淡水魚類の種組成に基づくクラスター分析によって類似度を求める
と，能美島，江田島，倉橋島が同一のクラスターに分けられたり 因島と向島が高い類似度を示
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図4 中四国地方における13の水系および各水系の淡水魚類相に基づいたクラスター分析による樹形図（平
山ほか2003）
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すなどのケースはあったが，全体としてみると地理的な位置とはほとんど一致しなかった

(Hirayama and Nakagoshi 2003) .さらに，各島内を流れる78河川間でも，淡水魚類相の類似度に
よりグループIからグループⅢまでの3つのグループに分けられたが，同一島内の河川が必ずし

も同一クラスター内に属するものではなかった（図6)．これらの結果は，少なくとも広島県とい
う限られた地域においては，淡水魚類相に対して地理的な要因以上に強く作用する要因の存在を
示唆している．

最初にも述べたように，現在までに広島県内で生息が確認されているものは，93種・亜種程度
であり，そのうち在来種と考えられるものは76種・亜種程度であるといわれている（比婆科学教
育振興会1994)．本県瀬戸内側河川の淡水魚類相は，地理的な位置関係よりも河川の流路延長の
規模に応じて3つのグループに分類され（図5），各河川における淡水魚類の出現種数は，流路延
長の増大にともない，特にべき乗曲線によく一致して増加するという顕著な傾向がみられた（平
山・中越2003)．この結果は，河川規模（流路延長）の増大によって生息場所と生態的地位が多
様化・複雑化することで魚種の収容力が増加するという水野・御勢（1972）の見解を支持するも
のであった．このような関係を支持する結果はHuguency (1989) ,岡村(1990) ,水野(1993)に
よっても報告されていたが，筆者らは多変量解析を用いることによってより具体的に明確に示す
ことができた．つまり，広島県という地理的スケールでは，河川の淡水魚類相を構成する種数は
河川規模と関連した生態学的要因の影響を強く受けていることを示唆している．また，河川規模
に伴う淡水魚類の種数の増加は，通し回遊魚よりも純淡水魚の種数の増加に拠るものであること
が明らかになった（平山・中越2003)．この結果は，河川規模の増大に伴う生息環境の多様化は，
通し回遊魚よりも純淡水魚により有利に作用していることを示している．裏を返せばこのこと
は，生息環境の単純化は純淡水魚に大きな打撃を与えることを示唆している．これら純淡水魚が
生息している河川の上流域におけるダム建設などの大規模工事の影響は，単に一水系の問題にと
どまらず，県全体としての淡水魚類の多様性に関わる問題として捉えるべきであろう．一方，通
し回遊魚の場合，河川規模の増大が一義的に種数を決定しているわけではないことも明らかに
なった（平山・中越2003）が，このことは通し回遊魚の方が純淡水魚に比べて河川規模による影
響が少ないことを意味している．

島喚部における淡水魚類相についてみると，島峻部のみにみられる固有の種は存在せず，すべ
て本土との共通種であったが，種組成を比較すると本土の河川よりも純淡水魚の出現種数が明ら
かに少ないことが認められた(Hirayama and Nakagoshi 2003) .この理由としては，島喚部の河
川は本土の河川に比べて水源が限られるために流量の変化が大きいことがあげられるが，その他
にも，島喚部の河川はいずれも流路延長が数1(,n以下と短い上に河川勾配が大き<,可児(1944)
のいうBc型が全くあるいは僅かしかみられないという「下流域をもたない河川」（水野1993)で
あることが考えられる．このような河川では淡水魚類の生息数が明らかに減少することが報告さ
れており（水野1993) ,この点が特に島膜部における純淡水魚類相に大きな影響を及ぼしたもの
と推測される．

各島あるいは各島内の個々の河川における淡水魚類相について行った多変量解析によると，い
ずれの場合も地理的な位置関係とはほとんど無関係にグループ分けされ，しかも，出現する淡水
魚類の種数や種組成の差異は，流路延長よりも河床形態や水深による影響を強く受けていること
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が示唆された(Hirayallla and Nakagoshi 2003) .この点に関しては，筆者らの研究で対象とした
島喚部の河川は，前述のようにいずれも流路延長には大きな差がなかったため，微環境の影響が
顕著に現われたものと考えられる．河川における魚類の生息環境としての河床形態，水深（淵・
トロ）などの微環境の重要性はよく知られているが(Elser l968, Lewis l968, Ruggles l968,
Angerlneier and SchIossel･ 1989,水野1980, 1985,高橋1985, Osborne and Wiley l992,中村ほか
1993,森・渡辺1999,谷田貝ほか1999, Crook "" 2001, Vila-Gispert eml. 2002) ,本研究にお
いても，河川の微環境が淡水魚類相形成に関わる重要な要因となることが示唆された．

さらに，筆者らが行った一連の研究の中では，河川規模や微環境と出現する純淡水魚の種数と
の間には有意差が認められ，通し回遊魚の種数には認められないという結果がいくつも示された
が（平山・中越2003, Hirayama and Nakagoshi 2003) ,このような結果は，河川における淡水魚
類相成立の経緯を明らかにする上で，純淡水魚が重要な鍵となることを示している．また，総種
数にみられた有意差も純淡水魚によるものと考えられ，河川における純淡水魚の種数がその河川
魚類相全体の特性を決めるほど重要な位置を占めていることを示唆している．
以上のことから，広島県およびその周辺という限られた地域においては，地史的な経緯によっ

て大陸から侵入してきた淡水魚類は，その後の地理的・地形的（地史的）要因を背景に，侵入し
た地域の河川の流路延長あるいは河床形態や水深（淵・トロ）などの微環境の違いなどの河川環
境に大きく影響されながら，現在の淡水魚類相を形成していった可能性を示している．また，本
研究から改めて淡水魚類相に及ぼす河川の微環境の重要性が示されたわけであるが，微環境は河
川改修や堰堤の設置などという人為的な圧力によって容易に変化するものであることから，自然
河川の減少とともに淡水魚類相も変化していったことがうかがわれる．
淡水魚類相保護の観点から，淡水魚類相へ及ぼす河川改修などの影響について詳細な調査が望
まれる中で，例え小河川であっても，その乏しい純淡水魚相とは対照的に，河口域の自然環境に
よっては，通し回遊魚の比較的大きな種多様性が維持され得ることが示唆された．本県内の淡水
魚類相保護は．後述する移入種による問題を含めて今後の努力に負うところが大きい．

広島県に移入された淡水魚類による在来の淡水魚類相への影響

本来その地域に分布しない生物が人為的に移入された場合，そしてその種が定着に成功した場
合，しばしば過度に繁栄して在来の生物相を脅かすことはよく知られている．この問題を最初に
体系的に把握したのはElton (1958)であるが，その後の汎世界的な交通機関の発達に伴い，意図
的・非意図的な生物学的侵入の事例とそれがもたらす生態学的な悪影響は無視できないまでに大
きくなってきており，生物多様性の危機をもたらす重要な要因であると認識されるに至っている
(鷲谷・森本1993, Bl-ight l998,小野1998,村上1998) .
最初にも触れたように,広島県内に生息している淡水魚類のうち,全体の約20％に当たる20種・
亜種ほどが国外や県外から持ち込まれた移入種と考えられる．これらの移入種は，それぞれイワ
ナ（ヤマトイワナ)sqj"e"""s I""o""7"sが鳥取県以東（古川1989) ,ワカサギIMoMes"s
”岬"""zs 7""0''27'sisが島根県以北の日本海側（伊藤1989) ,ホンモロコG7""z"ogり”
c""!jgscgws (細谷1989b) ,ビワヒガイS"℃0c/1""c"""s "(z""""s ""c7℃"""s (細谷1982, 1989c) ,
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ハス0ps"icﾉ2"lys """りs"ｲs l"1"1りs"ｲs(田中1989) ,ワタカJScﾉ"〃α”as"℃ew(Iche" (細谷1989a) ,
ニゴイ（細谷1989d) ,ニゴロブナCUmss"js gWwodoC""s (谷口1989a) ,ケンゴロウブナC"nss"s
c,""" (谷口1989b) ,イチモンジタナゴA c"g"昭"α""" cy"20s"g'"α(長田1989c) ,トウヨシノボ
リR",090l)"s sp OR (sensu水野1 989b)が琵琶湖・淀川水系に自然分布域をもっている．また，
海外からの移入種についてみると，ニジマスO"co"1jj7"ﾉZ"S 7)'砂hiss  (斉藤1989b, Page and Burl-
1991, Berra 2001) ,ブルーギルL"011"s 7""7りcl'"s (寺島1989, Page and Burr l991, Berra 2001) ,
オオクチバスMic'"te"Is s(zI"'oides  (前畑1989c, Page and Burl･ 1991, Berra 2001) ,カダヤシ

Gα'"b"sim (M,"s  (佐原1989, Page and Burr l991, Berra 2001)が北アメリカ大陸，ソウギヨ
αg伽"血"ｼ"godo'"de""s (立川1989a) ,ハクレンHypophthalmichthys molitriX (立川1989b) ,タ
イリクバラタナゴRIzO(Ie"s oce"""s o"""ﾙ!s(長田1989a) ,タイワンドジヨウc"""" ,""c,""q (前

畑1989b) ,カムルチーCﾉ0(Z7"2αα'"s  (前畑1989a) ,が中国・朝鮮半島の原産である．
これらの移入経路を追ってみると，イワナ，ワカサギ，ゲンゴロウブナ，ニゴロブナ．ニジマ
ス，ソウギョ，ハクレンは食用のために放流あるいは養殖され（内藤ほか1982，広島県1994，
比婆科学教育振興会1994)，ホンモロコ，ビワヒガイ，ハス，ワタカ，ニゴイ，イチモンジタナ
ゴ,トウヨシノボリは放流用の琵琶湖産稚アユに混ざって入り込んだようである(内藤ほか1982，
比婆科学教育振興会1994) .また，ブルーギル，オオクチバス，タイワンドジヨウ，カムルチー
は個人によって（内藤ほか1982,内藤1985d ,比婆科学教育振興会1994) ,カダヤシは「蚊絶や
し｣の名の示すとおり衛生害虫である力の駆除のために(平山1 987a,比婆科学教育振興会1994) ,
タイリクバラタナゴはソウギョやハクレンなどの種苗に混ざって中国から関東地方に入り，その
後琵琶湖に侵入したものが(長田1980, 1989a,土屋1980) ,さらに稚アユに混ざって県内に持ち
込まれたと考えられている（内藤ほか1982,平山1987b,比婆科学教育振興会1994) .また，こ
れらがいつ頃本県内に移入されたかについてはいずれの種も正確な記録は残っていないようであ
るが，ハクレンとタイワンドジョウが1960年代と最も早く，その他の種は1 970年代以降のようで
ある（内藤ほか1982，比婆科学教育振興会1994) .
これら移入種のうち，イワナ・ワカサギ・ゲンゴロウブナなどのような商業目的で放流された
魚種を除くと，ホンモロコ，ビワヒガイ，ハス，ワタカ，ニゴイ，イチモンジタナゴ，タイワン
ドジヨウ，カムルチーは，少なくとも広島県内の河川においては，現在のところ，さほど個体数
を増やすこともなく定着しているようである（内藤ほか1982, 1996,内藤1979, 1985b, 1985c,
1997, 1998,水岡1 987a,平山・福島1987,内藤・田村1988,平山1982, 1992a, 1992b, 1996b,
平山ほか1991，比婆科学教育振興会1994,岩水2003) .ただし，本研究において取り扱ったの
は陸水域のうち河川のみであり，湖沼や溜め池に関しての知見は未だ充分ではないため，これら
移入種の生態学的な影響については楽観を許さない．

こうした外来の生物が定着・繁栄する背景には，生息環境そのものの人為的改変あるいは消失
という事態があるが（浜田2000)，外来種そのものによる影響（競争的排除，捕食，在来種との
交雑）も問題になっている．例えば，他県においては，河川や溜め池などにおいてカダヤシが在
来のメダカを駆逐することが報告されており（佐原・幸地1980，佐原1989,幸地1991) ,本県
内においてもその点が危倶されている（比婆科学教育振興会1994，水岡ほか1995)．さらに，魚
食性の強いオオクチバスやブルーギルは，全国的にゲームフィッシングの対象魚として各地で放
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流されて在来種や漁業対象魚への食害とそれに伴う多様性の低下を引き起こし，既に行政的なレ
ベルでも問題になっている（寺島1977, 1980, 1989,今井1979,前畑ほか1987,前畑1989c ,
1993,望月1997,長田1997,杉山1997,田中1 997,東1999, 2002,中井1999,中島ほか2001,
高橋ほか2001，高橋2002)．特に，オオクチバスは，原産地の北アメリカ大陸においても移植先
の河川・湖沼で在来種を食害し大きな被害を与えていることが報告されている(Miranda l986,
Whittier and Kincaid l999, Tyus and Saunders 2000) .一方，ブルーギルは，原産地では主に動物
プランクトン食や水生昆虫食として知られているが(Keast l978, Schrammand and Jirka l989,
Berra 2001) ,日本国内での魚食性については生態的解放として報告されている(Azuma l992,
東1999)．本県においても，1980年代以降にオオクチバス・ブルーギルともに急激に分布を広げ
ているが（内藤ほか1982，内藤1985d, 1987, 1996,河口1987,水岡1987a, 1987b,平山・福
島1987，平山1988a, 1990a, 1990b, 1992a, 1992b, 1993a, 1993b, 1994, 1995a, 1995b, 1995c,
1996a, 1996b, 1997a, 1997b, 1998, 1999b, 2000, 2001a,内藤・田村1 988,平山・上田1989,
平山ほか1991) ,現在までのところ，その食害についてまとまった報告はなされていないようで
ある．しかしながら，他県の現状から判断すると，本県の淡水魚類相への影響は無視できないも
のと推察される．

このように，県外から新しく入ってきた魚種により在来の淡水魚類相が乱され，本来の姿を失
いつつある．本研究において，地域の淡水魚類相あるいはその多様性を論じる上での純淡水魚の
重要性について触れたが，これら移入種の大半がやはり純淡水魚である．従って，これら移入種
が在来の淡水魚類相に与える影響は，予想以上に重大であることが懸念される．また，ウナギ，
コイ，アユ，サツキマス，サクラマスなどのように，元来県内に分布する魚種であってもその分
布を外れて放流された場合，あるいは県内のものと同一種であっても県外から別系統のものが持
ち込まれた場合は，種内交雑により地域個体群としての遺伝的独自性の喪失を招くことが指摘さ
れている（酒泉1997，中井2002) .さらに県外では，サツキマスとサクラマス，ニツポンバラタ
ナゴとタイリクバラタナゴなどのような在来の近似亜種と移入亜種種との亜種間交雑（真山・木
村1989，長田1980, 1989a, 1989b, 1997,中野ほか1989) ,あるいは在来サケ科魚類と移入さ
れたサケ科魚類などのような種間交雑（丸山1978,上原1 978,鈴木1 982)による雑種化の問題
も報告されている．
このように移入種の及ぼす問題点として，生態系の崩壊,生物多様性の喪失，自然分布の攪乱，
遺伝子汚染（望月1997,長田1997,田中1997) ,病気（病原性細菌・ウイルス）の持ち込みな
どが指摘されている（淡水魚編集部1978，細谷1997b, 2001,鷲谷・村上2002) .自然保護の立
場からは，安易な淡水魚類の放流は厳に慎むべきである．

広島県に生息する環境省RDB種について

現在，環境省が公表している新カテゴリーにもとづくレッドリスト（環境省1999）において
RDB種に指定されている淡水魚類のうち，広島県内に生息するものとしては，絶滅危倶IA類に
スイゲンゼニタナゴR/10(I"Jsα"ぜ"""s s"ge71sisとアユモドキL妙加0"αC1"'",絶滅危倶IB類にス
ジシマドジョウ小型種Cり""s sp.2,イシドジョウCob"js“〃"sl 4871sis ,スナヤツメLe伽""87”
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7"ss"e",絶滅危倶Ⅱ類にアカザL”"g"Is 7"7"とメダカ07yzi(zs I""es,準絶滅危慎にオヤニラミ
Co花叩e"αル"り"1zel)q"とシロウオL"JcOps""" 'etefs",情報不足にイドミミズハゼLz"jO9りb"s
/)" """s,絶滅のおそれのある地域個体群にゴギsα"e"1"s j""o""7zis """"sの11種･亜種が挙げ
られている．

これら11種･亜種のうち，アユモドキ(内藤1982,比婆科学教育振興会1994)，スジシマドジヨ
ウ小型種（山陽型) Cobi"s sp2 subsp.1 (斉藤1984, 1989a, Saitoh and Aizawa l987,細谷2000) ,
スイゲンゼニタナゴ（笠原・松島1976，長田1 989d)については，本県内では芦田川にのみ分布
するとされているが，実際の採集記録をみると，アユモドキは1962年に芦田川水系で採集された
という1個体の標本が確認されただけで（内藤1982)，それ以外の記録はまったくなく，スジシ
マドジョウ小型種山陽型については1984年にSaitoh and Aizawa (1987)によって報告されて以降
の記録はなく，両種ともに現在生息しているかどうかは不明である．スイゲンゼニタナゴについ
ては，芦田川本流よりも支流や用水路（クリーク）を中心に生息しているが（平山・福島1987,
比婆科学教育振興会1994)，このような生息環境は人為的な影響を強く受けやすい不安定な環境
であるといえる．実際に，筆者が以前に本種を採集した何カ所かの用水路はその当時とは環境が
激変し（堆積していた土砂とともに水草・二枚貝類が除去された)，その後まったく姿がみられな
くなった．このようなことがその周辺で繰り返されたとすれば，絶滅への道を歩むことになった
のは当然のことといえよう．

スナヤツメについては，本県では1960年代には河川の中流域に比較的広く分布していたらしい
が（内藤ほか1 982,比婆科学教育振興会1994,水岡ほか1995) ,現在では太田川・江の川水系
の上流域にみられる程度であり（平山1 988b,内藤・田村1 988,比婆科学教育振興会1994,水
岡ほか1995，内藤ほか2000)，おもに河川の本流よりも支流に生息しているようである．イシド
ジヨウは太田川・江の川両水系にのみ生息しており，いずれも河川形態がAa型からBb型（可児
1944）のところにみられる（内藤ほか1982,内藤1 985e,比婆科学教育振興会1994,水岡ほか
1995,岩水2003)．両種ともにその分布は局地的であり，個体群の維持が心配される．
アカザ，メダカ，オヤニラミについては，都市部あるいは都市近郊部ではその姿をみることは
まれであるが，比較的自然の残っている流域をもつ河川には生息しているようである．アカザは
現在までに県内の9水系で記録されており（内藤1985f,平山・福島1987,平山1 993b,比婆科
学教育振興会1994，水岡ほか1995,岩水2003)，中・大規模河川の中・上流域に少ないながら
も生息しているようである．一方，メダカは河川規模にかかわらず18河川に生息していた（平山
1993b, 1994, 1995a, 1995b, 1997a, 1998,比婆科学教育振興会1994,水岡ほか1995,内藤ほ
か2000) .特に島II蝋部では12島中9島でみられ（内藤ほか1982,内藤1985a, 1998,平山1 999a,
1999b, 2000, 2001a, 2001b,平山・久保2002) ,島I喚部に生息する淡水魚類のうちで最も広い分
布を示していたが，いずれも人為的影響を受けやすい小河川であるため(Hirayama and
Nakagoshi 2003) ,決して楽観できる状況ではない．オヤニラミは，江の川，太田川などの県内の
一級河川および，黒瀬川，沼田川から報告されており（内藤ほか1982，笠原1987，比婆科学教
育振興会1994,水岡ほか1995,平山1996b,岩水2003) ,規模（流路延長）の大きい河川に分
布している．そのうち，沼田川と黒瀬川に生息する個体は極めて少なく危機的状況であるといえ
るが，太田川や江の川では比較的安定して生息しているように思われる．
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中国山地に生息するゴギSα〃e"7"s j""""97"s ""I)""sについては，太田川の上流域に生息する
ものは人為的に移入されたものと考えられており，本県での自然分布は江の川水系に限られるよ
うである（比婆科学教育振興会1994,水岡ほか1995)．ゴギを取り巻く環境は厳しさの一途をた
どっているようで,放流されたイワナ（ヤマトイワナ)sα"e"7"Is Ie""""27"sとの亜種間雑種の問
題や，サツキマス（アマゴ)  o"coγ/りI"c""s ""soz"s"""""など放流されたサケ科魚類との競争な
どによる影響（水岡ほか1995)，さらに地域個体群を無視したような人工授精によるゴギ個体の
放流に伴う遺伝子攪乱の問題などが生じている．
シロウオについては，島喚部を含む瀬戸内海沿岸の河川に毎年遡上がみられるようである（内

藤ほか1982,比婆科学教育振興会1994,平山2001b,平山・中越2003, Hirayanla and Nakahoshi
2003)．太田川などでは水質汚染の影響で一時は激減し，本種を対象とした梁漁ができなかった
時期もあったが，近年では再び遡上がみられるようになり梁漁も再開されている（比婆科学教育
振興会1994)．最後にイドミミズハゼであるが，本県では「広島県の淡水魚」（比婆科学教育振興
会1994)のなかでその生息が初めて記載されたようである．レッドリストと同様に，本県におい
ても情報不足のために分布・生息状況などについては今後の詳細な調査・研究を待たねばならな
い．

環境省選定のRDB種と広島県版のRDB種（水岡ほか1995)とを比較すると，後者ではスイゲ
ンゼニタナゴ，アユモドキ，ゴギ，スナヤツメ，アカザ，メダカが絶滅危倶種（絶滅の危機に瀕
している種）に指定されているほか，サツキマス，サクラマス，サケ，カジカ，ゴクラクハゼの
5種・亜種も絶滅危倶種に指定されており，さらにオヤニラミが危急種（絶滅の危機が増大して
いる種）に，イシドジョウとスジシマドジョウが希少種（存続基盤が脆弱な種）にそれぞれ指定
されている．また，シロウオとイドミミズハゼについては広島県版RDB種には記載されていな
かったが，前者については前述のように指定するほどの個体数の減少が認められなかったためで
あり，後者については明らかな情報不足であると考えられる．このように，国と県では各種・亜
種に当てはめたカテゴリーの段階に一致しない点がみられるが，これは広島県という地域の特性
に起因したものであり，本県内における各種・亜種の生息状況に即した結果であるといえる．地
域ごとでRDB種に指定する種･亜種が異なることは当然のことであり，またそうであるからこそ
県などの地域単位でRDB種を設けることに意義があるともいえる．
しかしながら，地域の特性を充分に反映しているはずの本県のレッドデータブックにおいても
決して精度が高い調査が行われいるとは言い難く，広島県として独自にしかも継続的にデータを
集積するシステムをもっていないために専門家からの情報提供にすべて依存しているという現状
がある．地域の実情に即した有効な淡水魚類保護を行うためには，行政としての調査・研究体制
の確立と調査内容の一層の充実を図る必要がある．

とめるに当たり，適切なご助言を頂いた広島大学大学院国際協力研究科助教授の井
さらに広島大学大学院国際協力研究科中越研究室の学生諸氏に深く感謝の意を表す
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